








要約:急性期の川崎病の 11 症例について、末梢血中の T リンパ球抗原レセプター(TCR)の

Vb レパートリーを解析した。その結果、TCR に Vb2 を表現する Tリンパ球が、対照群に比

べて有意に増加していた。川崎病の発症に、ブドウ球菌や溶血性連鎖球菌の産生する外毒

素に代表される、スーパー抗原が関与していることを示唆する所見と考えられる。


